検査用機器仕業点検基準表
	機器名
	点検箇所
	点　検　要　領

	ブレーキ・テスタ
	・ローラー

・指示計

・電源スイッチ

・モーター駆動停止スイッチ
	・ローラーの付着物の有無を点検し、付いた油、泥等は拭き取る。

・指示計の零点を点検し、誤差があれば調整ねじで調整する。

・電源スイッチの作動の良否を点検する。

・ローラーの回転及び停止状態を点検する。

・異音の有無を点検する。

	速度計試験機
	・ローラー

・指示計

・リフト
	・ローラーの付着物の有無を点検し、付いた油、泥等は拭き取る。

・指示計の零点を点検し、誤差があれば調整ねじで調整する。

・リフトの作動状況及び給油状態の良否点検。

・リモートスイッチランプの点灯を確認する。

	サイドスリップ・テスタ
	・指示計

・踏板
	・指示計の零点を点検し、誤差があれば、タンバックルを廻して調整する。

・指示計の指示が、トーイン及びトーアウトの５目盛の位置でブザー等が吹鳴するかどうか確認すること。

・踏板上の汚れの有無を点検し、付いた油、泥等は拭き取る。

	前照灯試験機
	・車輪、支柱

・計器
	・車輪、支柱、スプリング及び滑車軸の汚れを点検し、清掃・注油する。

・集光レンズのくもりの有無を点検すること。

・光度計、高低計及び左右計の零点を点検し、調整する。

・光軸振れ調整ダイヤルの空転の有無を点検し、調整する。

	音量計

（騒音計）
	・指示計
	・ファンクションダイヤルをＢＡＴに合わせ、電源の良否を判断する。

・ファンクションダイヤルをＣ（ＣＡＬ）に合わせ、校正用ツマミで零点

調整をする。

	炭化水素測定器
	・指示計

・プローブ

・サンプリングホース
・フィルタ類

・水分離装置
	・電源を入れない時の指示計の機械的ゼロ点位置を点検する。

・内部のスス、水分等のつまりを点検する。

・スス、水分の付着、破損、亀裂、孔等の有無を点検する。

・汚れ状態を点検する。

・溜まった水を点検する。

	黒煙測定器
	・サンプリングプローブ
・吸引ポンプ

・ろ紙送り装置

・指示計

・測定台

・ドレーンコック
	・電源電圧がスイッチ“ON”後、供給されているかパイロットランプ等で確認する。

・内部のススの付着状態を確認する。

・ポンプ作動を目視で確認する。

・送り作動を目視で確認する。

・調整可能になることを確認する。

・汚れ状態を確認する。

・ドレーンの水の溜まりの確認。


	オパシメータ
	・本体

・プローブ及び導管

・チャンバ

・配線等

・表示等
	・各スイッチの作動及び機能を点検する。

・本体冷却用のファンがある場合には、作動状態及びフィルタの状態を点検する。

・リモコン等が装着されている場合、リモコン機能について点検する。

・自動測定モードを備えるものにおいて測定開始操作で測定を開始するか点検する。

・導管、プローブを本体から外し、つぶれ、割れ、つまり、汚れ及び水分の凝縮を点検する。水セパレータが装着されている場合、水分凝縮を点検する。
・導管及びプローブ長を点検する。
・プローブ装着用の器具の状態及び作動を点検する。
・プローブと導管の接続状態を点検する。

・光源部、センサー部若しくは保護ガラス部の汚れ及び傷の有無を点検する。保護ガラスのホルダがある場合は取付状態を点検する。
・掃気用ファンの作動状態を点検する。

・使用頻度により、チャンバー内の清掃を必要とする機種の場合はセル内の点検を行う。
・無線による接続の場合、接続状態を表示等により点検する。
・コネクターの取付状態及び配線の損傷を点検する。
・電源に充電池を使用している場合は、充電池の充電状態を点検する。
・エラー表示の有無を点検する。
・電源を入れ、デジタル表示の各部が正常に表示されているか点検する。
・暖機終了後、ゼロキャルを行いゼロ指示を点検する。

	検査用
スキャンツール
	・VCI
・車両とVCIを接　　　　　
　続するコネクタ
　ケーブル

・コード類
・PC又はタブレッ
 ト


	・表示部が正常に表示しているかを点検する。
・各スイッチの作動状態を点検する。
・つぶれ、割れ、損傷などがないか点検する。
・損傷などによる接続不良個所がないかを点検する。
・正常に作動しているか、また、セキュリティ上問題がないかを点検する。
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